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あらまし 近年，料理レシピの検索・推薦に関する取り組みが盛んに行われている．レシピ推薦サービスにおいて，各
レシピに対してメタデータを付与することで推薦精度を向上させることが考えられる．しかしながら，全てのレシピ
に手動でメタデータを付与することは容易ではない．そこで本稿では，既にメタデータが付与されているマスターレ
シピとの類似度分析に基づいた，未知レシピへのメタデータ自動付与方式について提案する．
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1. は じ め に

近年，料理レシピの検索・推薦に関する取り組みが盛んに行
われている．クックパッドでは，登録レシピ約 120万品，月間
利用者数 2000万人以上 (2012年 7月)，また，味の素レシピ大
百科では，約 9800品のレシピが登録されており (2013年 2月
現在)，料理レシピの検索・推薦サービスの需要が伺える．
レシピ推薦サービスにおいて，高精度に推薦アイテムの選定

を行うためには，各レシピデータを分析し，適切なメタデータ
を付与するというアプローチが考えられる．例えば，“パーティ
メニュー”や“夜食に最適”，“子供が喜ぶ弁当メニュー”等の
メタデータを付与することで，利用者の目的に合致するアイテ
ムの推薦が可能となる．他にも，森下らはその日の気分あった
献立を検索するシステムを開発している [1]．これは利用者が
「元気 orお疲れ」「あっさり orこってり」「お手軽 or本格」等
の軸に基づいて，その日の自分の気分を入力すると，これに合
致した献立を提示するシステムである．
ここで問題となるのは，各レシピデータに対して適切なメタ

データを自動で付与することは容易ではなく，多くの場合，人

手によってメタデータが付与されている．したがって，大量の
データに適用することが難しいという問題がある．そこで本稿
では，既にメタデータが付与されているマスターレシピとの類
似度分析に基づいた，未知レシピへのメタデータ自動付与方式
の提案を目的としている．これは，未知レシピへのメタデータ
付与を考える際，この未知レシピと類似しているマスターレシ
ピのメタデータを参考にしようとするものである．

2. 関 連 研 究

レシピの類似度分析に関する研究として，苅米らは料理レシ
ピの種類を豊富にすることを目的に，材料や調理手順の類似度
を用いた関連検索を提案している [2]．関連の種類として，材料
の類似，調理手順の類似，組合せの良さをあげ，材料の類似は
各料理に含まれる食材をベクトル表現したもののコサイン類似
度，調理手順の類似は調理手順のテキスト部分から抽出した動
詞の出現順序の類似度から算出している．白川らは料理レシピ
からアニメーションを作成し，ユーザに提示することを提案し
ている [3]．この取り組みでは，料理の基本的な動作に関して，
レシピ中の表層表現とアニメーションを対応付ける情報を網羅



的に格納した料理動作辞書を作成している．志土地ら [4]は，同
一料理カテゴリ中の料理群における特徴的な調理手順の類似度
に基づく代替可能食材の発見手法を提案している．岩上ら [5]

は，使用食材については tanimoto係数を用い，料理手順につ
いては編集距離を用いて，その類似度を計算している．我々の
手法は，食材，調理手順，レシピ名の 3つの特徴ベクトルを抽
出することで，より精密なレシピ間類似度を算出しようとする
ものであり，その新規性は高いと考えている．

3. レシピデータの特徴ベクトルの抽出とレシピ
間類似度の算出

本研究では，メタデータ付きレシピデータを用いて，未知の
レシピデータへのメタデータ自動付与を可能とする手法の提
案を目指している．既にメタデータが付与されたレシピデータ
（マスターレシピデータと呼ぶ）に基づいて，これらマスター
レシピとの類似性を考慮して，未知レシピデータへのメタデー
タ付与を試みる．そこで，本節では，レシピデータの特徴ベク
トルの抽出とレシピ間類似度の算出方法について説明する．

3. 1 レシピデータの特徴ベクトル抽出
本節では，まずレシピデータの特徴ベクトル抽出手法につい

て述べる．レシピデータの特徴量としては，レシピ名，食材，
調理手順，栄養素，写真データなどが挙げられるが，全ての特
徴量を考慮することは容易でない．したがって，本研究では，
レシピ名，食材，調理手順を考慮した特徴ベクトル抽出に取り
組む．なお，特徴ベクトルは各々に対して抽出する. すなわち，
レシピ名特徴ベクトル，食材特徴ベクトル，調理手順特徴ベク
トルである．また，マスターレシピとの類似度算出を目的とし
ているので，特徴ベクトル次元はマスターレシピのベクトル次
元を採用する．各特徴ベクトルの抽出方法順を以下に示す．

3. 1. 1 レシピ名特徴ベクトル
マスターレシピ群のレシピ名に対して形態素解析（MeCab [6]

を使用）を行い，レシピ推薦に不必要な単語（以下，ストップ
ワードと呼ぶ）を取り除いた後の全ての語をレシピ名特徴ベク
トルの次元として採用する．新規レシピデータに関しては，同
等にレシピ名に対して形態素解析を行い，出現回数に基づいて
各次元の値を決定する．

3. 1. 2 食材特徴ベクトル
マスターレシピデータに対して形態素解析を行い，ストップ

ワードを取り除いた後，少なくとも複数回出現するものを食材
特徴ベクトルの次元として採用する．まだベクトルが作成され
ていない未知レシピのデータに関しては形態素解析を行い，同
等の次元に関してベクトルを作成する．

3. 1. 3 調理手順特徴ベクトル
マスターレシピデータに対して形態素解析を行い，ストップ

ワードを取り除いた後の動詞及び名詞を調理手順特徴ベクトル
の次元として採用する．新規レシピに関しては形態素解析を行
い，同等の次元に関してベクトルを作成する．この際，「水をき
る」などのようなレシピ特有の表現については形態素辞書をカ
スタマイズすることで効率的に抽出できるように工夫する．未
知レシピに関しては，同様に手順に対して形態素解析を行い，

対象単語の出現回数に基づいて各次元の値を決定する．以下に
実際の例に基づいて，説明する．
対象となるレシピデータに対してMeCab [6]を用いて形態素

解析し，名詞，動詞，形容詞を抽出する．なお，事前にレシピ
の特徴を表現するのに不要な語句をストップワードとしてリス
トアップしておき，これらを取り除くことで，できる限りレシ
ピの特徴を表現するのに適切な語句に限定したベクトル次元を
決定する．以下に，レシピ『若竹汁』を例に説明する．
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
レシピ名：若竹汁
調理手順：
　筍は薄切りにし，わかめは戻しておく．鍋に出し汁と筍を入
れ，一煮立ちさせる．わかめを加え（A）で調味する．汁椀に
注ぎ，吸い口に木の芽を浮かべる．
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
これに対し形態素解析を行い，ストップワードを取り除くと

表 1の結果を得ることが出来る．

表 1 若竹汁のレシピから形態素を抽出したもの
口 薄切りにする 入れる 汁

浮かべる 木の芽 筍 椀
加える 鍋 調味する 出し汁
吸う 注ぐ おく させる
わかめ 煮立つ

この処理をマスターレシピデータ全てに実施した上でとり
まとめて，重複を整理することで，調理手順特徴ベクトルの次
元を決定することができる（以下，マスターベクトル次元と呼
ぶ）．各マスターレシピの特徴ベクトルは，マスターベクトル
次元のうち，当該レシピに存在する語句に関しては数値１，存
在しない語句に関しては数値 0とすることで得られる．
次に未知レシピの特徴ベクトル抽出方法について述べる．最

終的にはマスターレシピのメタデータを考慮した，未知レシピ
へのメタデータ付与を目指しているので，未知レシピの特徴ベ
クトル次元は，マスターレシピのベクトル次元をそのまま継承
する．手順としては，未知レシピについても形態素解析を行い，
マスターベクトル次元のうち，当該レシピに存在する語句に関
しては数値１，存在しない語句に関しては数値 0とすることで
得られる．すなわち，マスターレシピに存在しない語句に関し
ては，未知レシピに存在したとしても特徴ベクトルには採用さ
れない．以下に，『豚汁』を例に説明する．
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
レシピ名：豚汁
調理手順：
　大根，人参はいちょう切りにし，ごぼうはささがきにする．
冷凍里芋は流水で半解凍し，半分に切る．こんにゃくは下茹で
し，短冊切りにする．ねぎは小口切りにする．鍋に水とねぎ以
外の材料をすべて入れ，やわらかくなるまで煮る．具材がやわ
らかくなったら，味噌を加えてさっと煮る．器に盛り，ねぎを
散らす．
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝



『豚汁』の未知レシピに対し形態素解析を行い，ストップ
ワードを取り除いたものを表 2に示す．

表 2 未知レシピ『豚汁』から形態素を抽出したもの
半分 解凍 小口切りにする
以外 里芋 ごぼう

やわらかい 水 ねぎ
短冊切り 冷凍 流水
散らす 入れる 煮る
すべて 材 味噌
加える ささがきにする 豚汁

こんにゃく 大根 する
いちょう切りにする 具 茹でる

人参 器 切る
鍋 材料 盛る

これが未知レシピ『豚汁』の特徴を表現する語句集合である
が，特徴ベクトルの次元としては前述のマスターベクトル次元
を採用するため，表 2で示した語句のうち，マスターベクトル
次元に存在する語句のみ，未知レシピ『豚汁』の特徴ベクトル
として考慮することになる．
ここで，レシピ特徴ベクトル次元としては採用しない語句リ

ストであるストップワードリストを以下に示す．現在のストッ
プワード数は，187語である．
～～～～～～～～＜ストップワードリスト＞～～～～～～～
か所, 供する, 人, 針, れる, きする, 前, れん, がく, く, のく, せ
る, ねぐ, は種, じす, まあ, スー, ｃｍ, よい, よう, ほう, 部, う
ち, さとい, なる, こ, の, め, とも, とわ, もの, す, げ, さ,, ぼる,

いぬ,そう,つき,つま,きん,えむ,つる,ちる,ら,い,ん,てる,

つけ,とさつ,，,*,普通,か所,やすい,バッド,二,人,縦,度,か
らす,スー,もともの,休む,にくい,その他,保存,つる,翌日,せ
る,刷毛,空気,ない,できる,ところ,いる,向う,止める,おきる,

プロセッサー,左,時,ひく,ふう,他,れる,画びょう,使用,とめ
る,位,1つ,同様,安定,く,半量,中央,的,直径,cm,よい,よう,

ほう, 七, うち, 以上, これ, さ,ヶ所, 下, 上, 三, ビニール, くる,

一,適当,台,取りはずす,座る,市販,立つ,立て,てる,前方,ね
る,たんぽ,終わる,いかめしい,残り,残る,操作,ころがす,見
る,分,各種,浮き上がる,の,順番,時間,管理,各々,全て,スナッ
プ,ごと,手早い,大,入手,角,えむ,戻す,7,外,えらい,はう,か
ぶる,次,倍,化粧,日,それぞれ,秒,幅,ある,長い,0,1,2,3,4,5,8,

０,１,２,３,４,５,６,７,８,９,サイズ,放す,四隅,とも,耐
熱,一緒,用
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

このように,レシピや食材に関係のない語句や記号などが多
く含まれている.なのでストップワードを充実させることによ
り,データの類似度をより正確に出来ると考えている.

表 3に，マスターレシピ次元および未知レシピ『豚汁』に含
まれる語句から作成される『豚汁』の特徴ベクトル次元の一部
を示す．レシピ間類似度を計算するため，ベクトル次元はマス
ターレシピ次元を使うことで統一されている．したがって，表

3に示すとおり，「小口切りにする」や「こんにゃく」のように，
マスターレシピ次元に存在し，レシピ内にも記述されている語
句は，数値 1を与える．表 3内で数値が 0である語句は，マス
ターレシピ次元には含まれているが，『豚汁』レシピには含まれ
ない語句である．

表 3 マスターレシピ次元を用いた『豚汁』レシピ特徴ベクトルの一部
小口切りにする 1 材料 1

ほぐす 0 こんにゃく 1

すべて 1 以外 1

大根 1 器 1

お湯 0 切る 1

味噌 1 いちょう切りにする 1

茹でる 1 おく 0

散らす 1 人参 1

やわらかい 1 加える 1

石づき 0 ボウル 0

水 1 一口 0

短冊切り 1 酒粕 0

入れる 1 ねぎ 1

鮭 0 する 1

小房に分ける 0 盛る 1

注ぐ 0 鍋 1

溶く 0 しめじ 0

取る 0 / /

以上の通り，マスターベクトル次元の抽出を行い，未知レシ
ピの特徴ベクトル抽出を行う．なお，我々が用意したマスター
レシピ 493件に対して，マスターベクトル次元の抽出を行った
ところ，次元数は 1185次元となった．

3. 2 レシピ間類似度算出方式
本節では，抽出された特徴ベクトルを用いたレシピデータ間

の類似度計算方法について述べる．図 1に，レシピ間類似度計
算のイメージを示す．

図 1 レシピ間類似度計算

各レシピは，レシピ名特徴ベクトル，食材特徴ベクトル，調
理手順特徴ベクトルを有する．すなわち，レシピ間の類似度判



定としては，レシピ名類似度，食材類似度，調理手順類似度を
個別に計算し，以下の式により統合することにしている．

Rsim = α · Tsim + β · Isim + γ · Psim (1)

ただし，Rsim はレシピ間類似度，Tsim はレシピ名類似度，
Isim は食材類似度，Psim は調理手順類似度である．それぞ
れ，3. 1. 1節のレシピ名特徴ベクトル，3. 1. 2節の食材特徴ベ
クトル，3. 1. 3節の調理手順特徴ベクトルを用いて算出される
ものである．また，α, β, γ は重みであり，α + β + γ = 1を満
たす．なお，特徴ベクトル間の類似度計算には，コサイン類似
度を用いる．
このように，１つのレシピを１つの特徴ベクトルで表すので

はなく，レシピ名，食材，調理手順のそれぞれに対して特徴ベ
クトルを抽出し，個々の類似度を算出可能にすることで，種々
の目的に応じた類似度計算が可能になる．例えば，「食材は類似
しているが，調理手順は似ていないレシピの推薦」などが実現
可能となる．
ここで，実際に未知のレシピと 493件のマスターレシピとの

類似度計算を行い，最も類似度の高いマスターレシピ上位 10

件を示す．表 4には，未知レシピ「肉じゃが」との類似レシピ，
表 5には，未知レシピ「カレーライス」との類似レシピ，表 6

には，未知レシピ「粥」との類似レシピ，を示す．

表 4 「肉じゃが」と似ているレシピ上位 10 件
レシピ名 類似度

おからの煮物 0.420

かぼちゃの含め煮 0.389

ビーフカレー 0.369

里芋の煮っころがし 0.363

クリームシチュー 0.356

チンジャオロース 0.348

さやいんげんと豚バラ肉の煮物 0.348

味噌煮込みうどん 0.342

がんもどきと小松菜の含め煮 0.338

牛肉の柳川風 0.335

表 5 「カレーライス」と似ているレシピ上位 10 件
レシピ名 類似度
肉じゃが 0.445

ビーフカレー 0.400

おからの煮物 0.388

ポトフ 0.380

クラムチャウダー 0.375

金時豆煮 0.350

鶏肉と蕪のクリーム煮 0.349

味噌煮込みうどん 0.342

白菜と豚バラ肉の重ね蒸し 0.342

オニオンスープ 0.327

類似度算出結果より，肉じゃがと似ているレシピについては
調理方法が類似しているものが多く，カレーライスと似ている
ものは食材が類似しており，粥はレシピ名や調理方法が類似し
ているものが上位となった．それぞれの結果について，ある程
度レシピの類似性が考慮できているとも思えるが，ランキング
最上位のレシピが最も類似しているとは言い難い状況である．

表 6 「粥」と似ているレシピ上位 10 件
　　　　レシピ名　　　　 類似度

中華粥 0.764

牛肉の柳川風 0.420

うなぎの柳川風 0.420

いか飯 0.414

赤飯 0.395

黒まめ 0.393

キムチ鍋 0.378

ひじきの煮物 0.364

肉ご飯 0.364

卵雑炊 0.364

したがって，まだリストアップできていないストップワードが
ノイズになっていることを含めて，特徴ベクトルの作成方法に
改良の余地があると考えている．今後はストップワードリスト
の充実を含め，類似度算出方式の改良に取り組む．

4. 未知レシピへのメタデータ自動付与方式

本節では，未知レシピへのメタデータ自動付与方式について
説明する．本研究では，メタデータ付与済みの 493 件のマス
ターレシピを用いて，未知レシピへメタデータ自動付与を目指
す．自動付与の方法としては幾つか考えられる．
１）類似度が最も高いマスターレシピのメタデータを，該当す
る未知レシピへコピーする．
２）類似度が上位数件（例えば５件）のレシピ集合のメタデー
タの平均を，該当する未知レシピへコピーする．
３）類似度が上位数件（例えば５件）のレシピ集合のメタデー
タに対して，類似度順位の重みを考慮したメタデータ平均値を，
該当する未知レシピへコピーする．

ただし，２）および３）については，メタデータが数値表現
できる場合に限る．
今後は，メタデータの自動付与に関する実験を行い，その妥

当性について検証すると共に，類似度算出方法も含めて，未知
レシピへのメタデータ自動付与を精度良く行う手法の開発に取
り組む．

5. お わ り に

本稿では，既にメタデータが付与されているマスターレシピ
との類似度分析に基づいた，未知レシピへのメタデータ自動付
与方式の提案を行った．提案手法は，未知レシピへのメタデー
タ付与を考える際，この未知レシピと類似しているマスターレ
シピのメタデータを参考することで実現するものである．
なお，正確なメタデータの自動付与を行うためには，類似度

算出の精度を上げる必要がある．したがって，今後の課題とし
て，不必要なベクトルの次元の削除のためのストップワードの
充実と，各ベクトルへの重みの検討を行う予定である．また，
ユーザ評価による提案手法の妥当性の検証についても取り組む．
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